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今
回
の
テ
ー
マ
は「
歴
史
」

〈
茅
ヶ
崎
市
〉

★
茅
ヶ
崎
史
に
名
を
残
す
茅ち
が
さ
き
ヶ
崎
館か
ん

　
明
治
時
代
か
ら
茅
ヶ
崎
は
9
代
目
市
川
團だ
ん

十じ
ゅ
う
ろ
う
郎
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
人
達
で
賑
わ
っ

こ

ご

て
い
ま
し
た
。
中
で
も
旅
館
・
茅
ヶ
崎
館
は
、

１
９
３
６
年
に
松
竹
撮
影
所
が
大
船
に
で
き

て
以
降
、
映
画
監
督
の
小
津
安
二
郎
を
は
じ

め
多
く
の
監
督
や
脚
本
家
に
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
小
津
は
１
９
３
７
年
に
初
め
て
訪
れ
た

際
、
そ
の
環
境
を
気
に
入
り
、
１
９
４
１
年

に
始
め
た
「
戸
田
家
の
兄
妹
」
の
脚
本
執
筆

か
ら
、
こ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
脚
本
家
と
共
同

執
筆
を
行
い
ま
し
た
。
野
田
高
う

梧
と
手
掛
け

た

「
晩
春
」で
は
、
短

い
セ
リ
フ
回
し
や

ロ
ー
ア
ン
グ
ル
に

こ
だ
わ
っ
た「
小

津
調
」を
確
立
し

た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
小
津
映
画
の
魅
力
が
生
ま
れ
た
茅
ヶ
崎
館

に
は
、
今
も
是
枝
裕
和
監
督
な
ど
日
本
を
代

表
す
る
映
画
人
が
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
茅
ヶ
崎
館
で
素
敵
な
作
品
が
生
み

出
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合　
広
報
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

☎（
81
）７
１
２
３

〈
藤
沢
市
〉

★
徳
川
家
康
が
宿
泊
し
た
　
藤
沢
宿
の
御
殿

東
海
道
五
十
三
次
の
6
番
目
の
宿
場
で
あ

っ
た
藤
沢
宿
は
、
江
の
島
道
や
大
山
道
へ
の

分
岐
点
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
東
海
道
の
宿し
ゅ
く
え
き駅と
し
て
藤
沢
宿
が
整
備
さ

れ
た
の
は
１
６
０
１
年
の
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
以
前
に
徳
川
家
康
が
宿
泊
施
設
と
し
て
利

用
し
た「
藤
沢
御
殿
」が
現
在
の
藤
沢
一
丁
目

辺
り
に
築
か
れ
ま
し
た
。
記
録
に
よ
る
と
藤

沢
御
殿
の
敷
地
は
東
西
約
１
５
６
ｍ
、
南
北

約
71
ｍ
の
長
方
形
で
周
囲
を
水
堀
に
囲
ま
れ

て
お
り
、
徳
川
家
康
が
宿
泊
し
て
以
降
、
2

代
将
軍
・
秀
忠
、
3
代
将
軍
・
家
光
の
時
代

に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、「
御
殿
」や
御
殿
を
管
理
す
る
た

め
に
配
置
さ
れ
た「
陣
屋
」に
由
来
す
る
、
御ご

殿て
ん
辺べ

や
陣じ
ん
や屋
小こ
う
じ路
な
ど
の
地
名
、
御
殿
橋
や

陣
屋
橋
と
い
っ
た
橋
の
名
に
、
そ
の
名
残
を

と
ど
め
て
い
ま
す
。

　
旧
藤
沢
宿
の
一

角
に
は
、「
藤
沢

市
ふ
じ
さ
わ
宿
交

流
館
」が
あ
り
、

藤
沢
宿
に
関
す
る

歴
史
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合　
藤
沢
市
広
報
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
☎
０
４
６
６（
25
）１
１
１
１

〈
寒
川
町
〉

★
国
登
録
有
形
文
化
財
　
旧
広
田
医
院

２
０
２
３
年
8
月
、
寒
川
町
で
初
め
て
、

「
旧
広
田
医
院
主
屋
」と「
旧
広
田
医
院
門
柱

及
び
塀
」が
国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
広
田
医
院
主
屋
は
洋
館
付
和
風
住
宅

で
、
平
屋
建
和
館
部
分
は
格
式
の
あ
る
座
敷

が
あ
り
ま
す
。
洋
館
１
階
は
、
エ
ッ
ク
ス
線

室
や
薬
局
が
、
２
階
に
は
特
徴
的
な
和
風
の

座
敷
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
寒
川

で
は
和
洋
館
を
併
設
す
る
建
物
は
近
代
化
の

シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

現
在
の
和
館
の
元
と
な
る
建
物
は
明
治
時

代
に
築
か
れ
、
関
東
大
震
災
の
被
害
を
受
け

な
が
ら
再
建
を
重
ね
、
今
の
形
に
至
っ
て
い

ま
す
。
１
９
３
０
年
に
は
、
初
代
寒
川
町
長

の
広
田
孝
基
に
よ
り
洋
館
な
ど
が
増
設
さ

れ
、
息
子
の
広
田
孝
平
が
そ
れ
を
改
修
後
、

広
田
医
院
を
開
業
。
周
辺
に
病
院
も
少
な
く
、

多
く
の
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
２

０
０
３
年
に
閉
業
し
ま
し
た
が
、「
広
田
医

院
に
か
か
っ
て
い
た
」と
い
う
人
は
今
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
住
民
に

親
し
ま
れ
た
旧
広

田
医
院
を
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

問
合　
寒
川
町
広
報
戦
略
課

☎（
74
）１
１
１
１

茅ヶ崎館

ふじさわ宿交流館旧広田医院

茅ヶ崎ゆかりの人物館・開高健記念館で企画展
文化推進課☎（81）7148

　茅ヶ崎ゆかりの人物館・開高健記念館で、茅ヶ崎ゆかりの人物の魅

力に迫る２つの企画展を開催します。

　小説家・開高健が茅ヶ崎に移り住み、

晩年を過ごした邸宅を、記念館として開

館してから20周年を迎えました。

　本企画展は、約30回にわたるこれま

での企画展で展示された収蔵品の中

から、芥川賞受賞作「裸の王様」をはじ

め、「ベトナム戦記」「輝ける闇」「夏の闇」

「オーパ！」他、代表作の直筆原稿や取

材資料、愛用品などの選りすぐりの品を

展示。 作家としての足跡をたどります。
茅ヶ崎の自宅前で撮った家族写真
（写真提供 ： 開高健記念会）

B
ベ ス ト

EST�C
コ レ ク シ ョ ン

OLLECTION�開高健

開高健記念館開館20周年企画展

開高健
記念館▶

期間  １０月２８日（土）～２０２４年３月３１日（日）の金・土・日曜日、 祝日 ※ 12月29日（金）～1月3日(水）は休館　時間  10時～１７時（入館は１６時３０分まで）

料金  200円、 2館共通券300円。 高校生以下、 18歳未満は無料

�固定資産税（家屋）の減額制度　〈対象〉①認定長期優良住宅②既存住宅の改修（耐震改修適合住宅工事など）〈申込〉①２０２４年１/ ３１（水）まで②工事完了後３か
月以内　【資産税課☎（81）7142】

　小津安二郎生誕120年、野田高
こ う ご

梧生誕130年を

記念して企画展を開催します。

　世界的に評価の高い映画監督・小津安二郎は、脚

本家の野田高梧と茅ヶ崎館を定
じょうやど

宿として、代表作

「麥
ばくしゅう

秋」（1951年公開）を共同執筆しました。 構想

を練り始めた1950年11月から脚本を書き終えた

翌年5月までの二人の日記を、「ゆかりラボ」市民研

究員が調査研究。 そこから見えてきた二人の茅ヶ

崎での暮らしぶりや、終戦から6年後の茅ヶ崎の様

子などを紹介します。

小津生誕120年　小津安二郎 ・野田高梧展　

―二人の日記が映し出す茅ヶ崎―

茅ヶ崎ゆかりの人物館で市民研究員による展示

企画展▶

小津安二郎（左）と野田高梧
（写真提供 ： 松竹株式会社）
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